
人工呼吸 ・1995年 10月 201 

A -36 Dynamic intrinsic PEEP測定値に及ぼす 換気条件の影響の検討
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AutoPEEEPの測定法には呼気終末に気道

閉塞し気道内圧を測定する staticautoPEEPと

呼気から吸気に変わる時点の気道内圧を測定

する dynamicautoPEEPがある。一般にdynamic

autoPEEPは肺内の最も低い autoPEEPを反映

すると考えられているが、これを示す確固と

したデータはない。本実験では dynamic

autoPEEPの測定値に影響を及ぼす因子を明

らかにするため以下の検討を行った。

[方法]ウサギをベントパルピタール静注と

キシロカインによる局所麻酔下に気管切開し、

内径、 2、2.5、3、3.5mmの気管内チュープを

順次挿入固定したコ筋弛緩薬としてハンクロ

ニウムを投与した。人工呼吸器は Servo900C 

を用い、換気条件は Fi0
2
1.0， volume ∞ntrol 

mode 50/min， I:E ratio 2:1， PEEP OcmH20に設

定した。分時換気量は staticautoPEEPが3ま

たは 5cmH
2
0になるように調節した。 熱線

流量計と差圧トランスデューサを用いて気管

内チューブ近位側の流量と気道内圧をそれぞ

れ測定した。StaticautoPEEPはServo900Cの

expiratory holdボタンを押して測定した 。

Dynamic autoPEEPは呼気流速がOになったと

きの気道内圧とした。DynamicautoPEEPの計

測には StaticautoPEEP計測直前の連続5呼吸

を用いた。気管内チューブ交換ごとにこれを

3回繰り返した。測定したデータは波形解析

システムを用いて 500Hzにてコンビューター

に取り込み後に解析した。

[結果]Static autoPEEPをほぼ一定に保って

もdynamicautoPEEPは換気条件により大きな

変動を示し、 static autoPEEPを3cmH20およ

び5cmH
2
0とした時の dynamicautoPEEPはそ

れぞれ平均 4.59cmH
2
0(最大 7.37，最小 2.03)

と平均 8.35cmH20(最大 10.74，最小 5.66)で

あった。D戸lamicautoPEEP はstatic autoPEEP 

よりも概ね大きい値を示した。チューブサイ

ズ別に見ると目標とする staticautoPEEPが同

ーの場合チュープサイズが太くなるにつれて、

分時換気量は増加し dynamicautoPEEPは大き

くなる傾向を認めた。StaticautoPEEP と

dynamic autoPEEPの差を検討したところ分時

換気量に対して有意な正の相関を示した。

[考察】最近 COPD患者で staticautoPEEPが

高いにもかかわらず dynamicautoPEEPが低

値を示す例が報告された。従来 dynamic

autoPEEPは肺内の最も低い autoPEEPを反映

すると考えられてきた。COPD患者の肺は不

均等性が大きため， dynamic autoPEEPが static

autoPEEPと比べて低値を示すと考えられた'-

我々の動物モデ)レの様に不均等4性の少ないと

考えられる肺では dynamicautoPEEPと static

autoPEEPはよく相関すると言われている。し

かしながら分時換気量が変化したことで

dynamic autoPEEPが変動したことから換気条

件の影響を受けることが分かつた。

[結論】 PEEPi-dynは必ずしも肺内の最

も1s:い PEEPiを反映しない。


